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【トピックス】 円安基調が業績に与える影響
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①円安基調が業績に与える影響は、｢デメリットの方が大きい｣とする企業が50.2％と約半数を占め、「メリット
の方が大きい」とする企業の割合を大きく超えている。

②デメリットの内容として、「原材料、部品、商品等の仕入価格の上昇に伴う負担増」「燃料・エネルギー価格の
上昇に伴う負担増」「仕入コスト上昇分を販売・受注価格へ転嫁できず収益悪化」は、全国より少ない。川口で
は比較的価格転嫁が進展していることで、円安によるコスト上昇の負担感がやや抑えられている可能性がある。

③円安によるデメリットへの対策については、67.9%の企業が「対策あり」と回答しており、それらの企業中
76.3%が「製品・サービス価格への転嫁」を挙げている。「製品・サービスの差別化による付加価値向上」を
挙げる企業は、全国と比べて多くなっており、自社製品にベクトルを向ける動きもみられる。

②デメリットの内容(上位5項目)①円安基調が業績に与える影響（外円：川口、内円：全国）

③円安に伴う対応状況と対応策

＜対策状況＞ ＜対応策（上位5項目）＞
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【景況感】 ◆全業種の業況（前期(1-3月)-今期(4-6月)-先行き(7-9月)）

2022年 2023年 2024年

DI 株価(円)
川口景況調査と全国(LOBO調査)の全産業業況と日経平均株価

業況DI（※DI=「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合）

業況DIは、コスト負担増が広範囲に広がり足踏み
先行きは、この状況に拍車がかかりさらに厳しい見方

●全産業合計の業況は▲11.6（前期比▲1.3ポイント）

●先行き見通しは▲13.3（今期比▲1.7ポイント）

●

●

円安の進行などで仕入単価がさらに上昇する中、人材確保に向けた
賃上げの実施、輸送費の上昇といった複数の要素が追い打ちをかけ
ている。重いコスト負担が業績の足かせとなり、まさに「外部環境
に翻弄されている」状況である。

仕入単価上昇のポイントが最も高い建設業と卸売業では、売上高が
増加しているにもかかわらず、業況は現状維持または悪化となって
いる。小売業は物価高騰による買い控えの影響で売上高、採算とも
に厳しい。一方でサービス業は、行楽シーズンの買い物需要等を取
り込んで売上高、採算ともに増加・好転し、唯一業況が好転した。

歴史的な円安基調や原材料価格高騰といった外部環境に強い影響を
受けていることから、先行きが見通せず慎重な見方が強い。業況が
好転を見込んでいるのは建設業のみで、他の業種はいずれも悪化の
見通しとなっている。

円相場はようやく安定に向かいつつあるものの、人手不足による輸
送費の上昇、酷暑による電気使用量の増加に加え、10月からの最低
賃金は過去最大の引き上げ額となることが決まるなど、企業のコス
ト負担増はさらに続くことが見込まれる。価格転嫁は進んでいるも
のの、こうした急速な変化に追いついておらず、先行きは厳しい見
方が広がっている。

●

●

先行き

見通し

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月

全産業 ▲ 15.8 ▲ 7.9 ▲ 15.0 ▲ 14.6 ▲ 5.1 ▲ 4.4 ▲ 11.0 ▲ 1.1 ▲ 10.3 ▲ 11.6 ▲ 13.3

製　造 6.9 0.0 ▲ 28.0 ▲ 10.0 1.9 ▲ 2.9 ▲ 4.0 ▲ 5.7 ▲ 2.5 ▲ 14.1 ▲ 20.5

建　設 9.1 9.1 0.0 ▲ 31.6 ▲ 11.1 ▲ 2.5 ▲ 7.3 5.4 ▲ 6.5 0.0 5.4

卸売・小売・飲食 ▲ 45.5 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

卸売・小売 ー ▲ 35.7 ▲ 26.9 ▲ 28.0 ▲ 19.5 ▲ 17.9 ▲ 15.2 0.0 ー ー ー

卸　売 ー ー ー ー ー ー ー ー ▲ 20.0 ▲ 17.9 ▲ 3.6

小　売 ー ー ー ー ー ー ー ー ▲ 22.7 ▲ 26.8 ▲ 26.8

飲　食 ー ▲ 28.1 ▲ 30.0 ▲ 28.1 ▲ 18.2 66.7 ▲ 20.0 5.0 ー ー ー

サービス ▲ 28.1 ▲ 9.5 3.4 4.5 0.0 ▲ 2.6 ▲ 17.4 ▲ 5.0 0.0 2.7 ▲ 10.8

2023年2022年 2024年
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【景況感】 ◆全産業の動向（前期(1-3月)-今期(4-6月)-先行き(7-9月)）

前期：n=242
今期・先行き：n=233 

4

考察

・業況は、今期は仕入単価の上昇等の影響で悪化しており、先行きは悪化傾向が強まる見通しである。
・売上高は、今期は販売単価上昇の影響で減少傾向がやや鈍るが、先行きは減少傾向が強まる見通しである。
・採算は、今期は販売単価上昇の影響で悪化傾向が弱まるが、先行きは悪化傾向が強まる見通しである。
・仕入単価は、今期は円安や原材料高騰の影響で上昇しているが、先行きは上昇傾向が落ち着く見通しである。
・販売単価は、今期は価格転嫁が進むことで上昇し、先行きは上昇傾向が落ち着く見通しである。
・従業員は、今期は人手不足感がやや進行し、先行きは緩むものの引き続き人手不足感が継続する見通しである。
・資金繰りは、今期は悪化傾向が継続し、先行きは悪化傾向がやや強まる見通しである。



【景況感】 ◆業種別の業況（前期(1-3月)-今期(4-6月)-先行き(7-9月)）

5

製造業

卸売・小売業

建設業

飲食業

サービス業

（今期）業況は不変(現状維持)。仕入単価の上昇傾向は続くも、足元の案件増加で売上高が増加し
採算が好転した。一方で仕入単価は高止まりしており、人手不足も深刻な状況が続く。

（先行き）業況は好転の見通し。売上高の増加や販売単価の上昇が落ち着くことで採算は現状維持
だが、仕入単価や人手不足の上昇に歯止めがかかりつつあるのは好材料となっている。

（今期）業況は悪化している。売上高は価格転嫁による販売単価の上昇もあり増加傾向であるが、
物価高で消費全体が落ち込んでいる。円安や輸送費上昇の影響も継続し、採算は悪化。

（先行き）業況は悪化が続くものの鈍化の見通し。消費の落ち込みにより売上高は慎重な見方が強
いものの、本調査期間中に円高が進行したこともあり、採算は好転する見通しである。

（今期）業況は悪化している。売上高は物価高に伴う消費者の買い控え等の影響で引き続き減少。
仕入単価は上昇傾向が続き、賃上げの負担も大きく、採算と資金繰りも悪化している。

（先行き）業況は悪化が続く。販売単価の下落に伴って需要がいくぶん持ち直し、売上高は回復の
兆しが見える。しかし仕入単価が高止まりしているため採算の改善は進まない状況。

（今期）業況は好転している。販売単価の上昇や行楽・買い物需要の増加等の影響で売上高の増加
傾向が強まった。これに伴い、採算と資金繰りも好転している。

（先行き）業況は悪化に転じる。販売単価の上昇が落ち着くことや需要減少により売上高の増加は
鈍化しており、採算も悪化に転じる見込み。こうしたことが資金繰りの悪化につながっている。

（今期）業況は悪化している。価格転嫁により販売単価は上昇しているが、売上高は減少に転じ、
人材確保に向けた賃上げ、円安や資材高騰による仕入単価の上昇により採算は悪化している。

（先行き）業況は悪化傾向が強まる見通し。販売単価の上昇傾向に歯止めがかかることや需要減少
に伴って売上高の減少傾向が強まり、採算・資金繰りはさらに悪化すると予想される。

卸売業

小売業
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製造業

建設業

小売業

サービス業

【景況感】 ◆経営状況に関する具体的な声（主要なものを抜粋）

卸売業

●外部環境の変化（慢性的な人材不足、原価の高騰、インボイス制度の負担、電子帳簿保存法等）
に翻弄されている ●人手不足で危機感を感じている ●人材を募集しても採用できず困っている
●自社ブランド製品を開発し、積極的に販売、広報活動に取り組んでいる。川口市産品フェア、他
のマルシェ等のイベント等にも月1回程度出店し宣伝、販売を行っている 

●円安の影響が大きい ●アルバイトも含めた賃上げを行ったが、好景気の兆しは見えずこれ以上
のコスト増は難しい ●賃上げの波が来ているが、自社の業績は良くなっていない ●納期の長い
商品を輸入しているが、将来の価格変動後の受注量の予測が難しいため、仕入量の決定に苦労して
いる ●急激な円安を改善してほしい ●人材採用できず人手不足である

●人手不足が深刻である ●販売不振を改善したい ●原材料、輸送費、金融機関の手数料が上が
り危機感を持っている ●原料高騰の一部しか価格転嫁できず、買い控えも大きい。補助金を受け
ても税金で徴収されてしまう ●価格転嫁ができず利益を圧縮している ●客数が減る一方である
●来年は賃上げ困難 ●賃上げ税制、インボイス、電子帳簿保存法は大企業向けと感じる

●インバウンド関連の受注増はあるが、原材料費とコストの上昇、人手不足により思うように改善
していない ●原料値上げのペースが速く、客足への影響も不安で価格転嫁ができない ●電子帳
簿保存法の負担が大きく、更なる要件緩和を望む ●価格転嫁が難しく、今後は人材不足も問題に
なる ●重要な設備投資を控えがちになっている ●治安悪化への安全対策コストが増している

●円高による輸入資材高騰が顕著で価格転嫁が追いつかない ●輸送コスト上昇のため物流業者
を複数社検討している ●価格転嫁は事前に行えず負担が大きい ●システム維持費が上昇してい
る ●売上が右肩下がりで設備投資ができない ●人材採用の経験面・条件面のマッチングが難し
い ●人員不足のため受注を控えている ●原価高に加え最低賃金引上げで先が見えず不安
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【景況感】 ◆製造業の動向（前期(1-3月)-今期(4-6月)-先行き(7-9月)）

考察

7

・業況は、今期は売上高減少と仕入単価上昇の影響で今期・先行きともに悪化傾向が強まる見通しである。
・売上高は、今期は足元の需要減で今期は減少に転じ、先行きは減少傾向が強まる見通しである。
・採算は、今期は仕入単価上昇や売上高減少の影響で悪化しており、先行きは悪化傾向が強まる見通しである。
・仕入単価は、今期は円安や原材料高騰の影響で上昇傾向は続くも、先行きは上昇傾向が落ち着く見通しである。
・販売単価は、今期は価格転嫁が進み上昇傾向であるが、先行きは上昇傾向が落ち着く見通しである。
・従業員は、今期・先行きともに人手不足感が続く見通しである。
・資金繰りは、今期・先行きともに悪化傾向が強まる見通しである。

前期：n=80
今期・先行き：n=78 

Column 川口の動向の特徴（全国の動きと異なる点）
(｢商工会議所LOBO調査2024年6月｣との比較)

・今期は、全国と川口とで同じ動向を示しています。
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【景況感】 ◆建設業の動向（前期(1-3月)-今期(4-6月)-先行き(7-9月)）

考察
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・業況は、今期は売上高が増加も仕入単価の上昇で不変(現状維持)となり、先行きは好転する見通しである。
・売上高は、今期は建設需要の高まりで増加傾向に転じており、先行きは増加傾向は落ち着く見通しである。
・採算は、今期は売上高の増加で好転しており、先行きは不変(現状維持)となる見込みである。
・仕入単価は、今期は円安と資材高騰による上昇傾向が続くも、先行きは上昇傾向は落ち着く見通しである。
・販売単価は、今期は資材高騰の影響で上昇傾向が続いており、先行きは上昇傾向は落ち着く見通しである。
・従業員は、今期は案件増加の影響で人手不足感が進行し、先行きは人手不足感がやや落ち着く見通しである。
・資金繰りは、今期は仕入単価の上昇等で悪化に転じ、先行きは悪化傾向が継続する見通しである。

前期：n=31
今期・先行き：n=37

Column 川口の動向の特徴（全国の動きと異なる点）
(｢商工会議所LOBO調査2024年6月｣との比較)

・売上高と採算について、全国は悪化傾向ですが、川口は好転
傾向です。(他指標の動向は同じです)

・足元の建設需要の高まりが売上高と採算に好影響を及ぼして
いると思われます。
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【景況感】 ◆卸売業の動向（前期(1-3月)-今期(4-6月)-先行き(7-9月)）

考察

9

・業況は、今期は仕入単価上昇に伴い悪化傾向であり、先行きは悪化傾向は鈍化する見通しである。
・売上高は、今期は販売単価の上昇に伴い増加傾向であるが、先行きは不変(現状維持)となる見通しである。
・採算は、今期は仕入単価や輸送費上昇の影響で悪化傾向が強まるが、先行きは悪化傾向が落ち着く見通しである。
・仕入単価は、今期は円安や輸送費上昇の影響で上昇傾向だが、先行きは上昇傾向は落ち着く見通しである。
・販売単価は、今期は価格転嫁が進んだことにより上昇しており、先行きは上昇傾向が落ち着く見通しである。
・従業員は、今期は人手不足感がやや鈍化し、先行きは人手不足感が継続する見通しである。
・資金繰りは、今期は仕入単価の上昇により悪化傾向が継続するが、先行きは悪化傾向は鈍化する見通しである。

Column 川口の動向の特徴（全国の動きと異なる点）
(｢商工会議所LOBO調査2024年6月｣との比較)

・売上高について、全国は減少傾向ですが、川口は増加傾向で
す。(他指標の動向は同じです)

・販売単価の指標も全国と比較して大きいことから、価格転嫁
が成功し売上高を確保できている可能性があります。

前期：n=35
今期・先行き：n=28 
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【景況感】 ◆小売業の動向（前期(1-3月)-今期(4-6月)-先行き(7-9月)）

考察
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・業況は、今期は売上高減少により悪化が進み、先行きは悪化傾向が継続する見通しである。
・売上高は、今期は物価高騰による買い控えで減少傾向が続くも、先行きは減少傾向は落ち着く見通しである。
・採算は、今期は仕入単価上昇や賃上げの影響により悪化傾向であり、先行きは悪化傾向は落ち着く見通しである。
・仕入単価は、今期は円安や仕入先の要請等により上昇傾向であるが、先行きは上昇傾向が鈍化する見通しである。
・販売単価は、今期は価格転嫁が進み上昇傾向であるが、先行きは上昇傾向が落ち着く見通しである。
・従業員は、今期は人手不足感がやや鈍化するが、先行きは人手不足傾向が強まる見通しである。
・資金繰りは、今期・先行きともに悪化傾向が強まる見通しである。

Column 川口の動向の特徴（全国の動きと異なる点）
(｢商工会議所LOBO調査2024年6月｣との比較)

・今期は、全国と川口とで同じ動向を示しています。

前期：n=44
今期・先行き：n=41 
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【景況感】 ◆サービス業の動向（前期(1-3月)-今期(4-6月)-先行き(7-9月)）

考察
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・業況は、今期は販売単価と売上高の上昇により好転傾向であるが、先行きは悪化傾向に転じる見通しである。
・売上高は、今期は販売単価上昇により一時的に増加傾向が強まるが、先行きは増加傾向が落ち着く見通しである。
・採算は、今期は販売単価上昇により一時的に好転するが、先行きは再び悪化傾向に転じる見通しである。
・仕入単価は、今期は上昇傾向が強まり、先行きは上昇傾向がやや鈍化する見通しである。
・販売単価は、今期は価格転嫁が進んだことで上昇傾向が強まり、先行きは上昇傾向が落ち着く見通しである。
・従業員は、今期・先行きともに人手不足傾向が続く見通しである。
・資金繰りは、今期は売上高の上昇により一時的に好転するが、先行きは再び悪化傾向に転じる見通しである。

前期：n=40
今期・先行き：n=37

Column 川口の動向の特徴（全国の動きと異なる点）
(｢商工会議所LOBO調査2024年6月｣との比較)

・採算と資金繰りについて、全国は悪化傾向ですが、川口は好転傾
向です。(他指標の動向は同じです)

・全国と比較すると販売単価の指標の値が大きく、価格転嫁が進む
ことで採算や資金繰りに好影響を与えている可能性があります。
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【景況感】 ◆業種別の動向（まとめ）
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【参考資料】 ◆調査概要・回答者の状況
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調査概要

回答者の状況

調査期間：2024（令和6）年7月15日（月）～7月31日（火）
調査対象：会員事業所1,442件（FAX1,077件、メール365件） 回答数：233件（回答率16.2％）

◆収益状況（直近の決算）

◆属性

24.9% 24.4% 21.6% 25.0%
39.0%

18.9% 8.3%

29.2% 25.6% 27.0% 25.0%

26.8%
43.3%

33.3%

45.9% 50.0% 51.4% 50.0%
34.2% 37.8%

58.4%

0.0%

50.0%

100.0%

総合計 製造業 建設業 卸売業 小売業 サービス業 その他

黒字

収支トントン

赤字

業種 実数 割合

製造業 78 33.5%

建設業 37 15.9%

卸売業 28 12.0%

小売業 41 17.6%

サービス業 37 15.9%

その他 12 5.1%

総計 233 100%

資本金 実数 割合

個人事業主 29 12.5%

500万円以下 64 27.5%

500万円超～1千万円以下 73 31.3%

1千万円超～3千万円以下 35 15.0%

3千万円超～5千万円以下 15 6.4%

5千万円超～1億円以下 12 5.2%

1億円超 0 0.0%

その他・未記入 5 2.1%

総計 233 100%

業歴 実数 割合

5年未満 12 5.2%

5～10年 16 6.9%

11～20年 19 8.1%

21～30年 25 10.7%

31年以上 161 69.1%

総計 233 100%

従業員数 実数 割合

0～5人 118 50.6%

6～20人 60 25.8%

21～50人 28 12.0%

51～100人 6 2.6%

101～300人 8 3.4%

301人以上 4 1.7%

未回答 9 3.9%

総計 233 100%



【参考資料】 ◆第2回（4-6月期）川口商工会議所
クローズアップ市内景況調査 アンケート用紙
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調査方法：FAX・メール・郵送による送付、FAX・Web（Googleフォーム）による回答
分析方法：売上高、採算、従業員、業況などについて、「増加」（好転など）と答えた企業から

「減少」（悪化など）と答えた企業割合を差し引いたDI値を中心に分析
 （DI:Diffusion Index）
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